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星
雲
の
話

古
　
川
　
龍
　
城

　
二
重
星
ε
か
星
團
、
攣
光
星
な
ご
ご
云
ふ
名
稗
は
天
文
の

本
を
講
…
ま
な
い
人
々
に
は
甚
だ
耳
遠
く
諾
す
る
が
、
星
雲
ご

云
ふ
言
葉
は
日
月
や
彗
星
、
遊
星
ご
共
に
一
般
人
士
の
熟
知

す
る
所
で
あ
る
。
其
れ
は
他
で
も
な
い
が
、
佛
蘭
西
の
天
文

茎
葉
ラ
プ
ラ
ス
や
濁
逸
の
哲
福
者
カ
ン
ト
の
解
へ
出
し
化
工

の
「
星
雲
説
」
が
　
般
に
よ
く
知
れ
渡
っ
て
居
る
か
ら
、
從
っ

て
其
の
設
の
本
膣
π
る
星
雲
ご
云
ふ
一
種
の
天
髄
も
亦
普
通

の
人
々
に
親
爽
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
虚
が
天
察
に
は
實
に
多
過
ぎ
る
程
数
多
く
散
在
す
る
此
の

星
雲
は
殆
ん
ご
全
部
望
遠
鏡
的
、
寓
二
親
の
封
象
物
で
あ
っ

て
素
人
が
月
や
遊
星
や
大
き
な
彗
星
の
様
に
、
唯
無
造
作
に

肉
眼
だ
け
で
観
望
す
る
様
な
事
は
出
来
す
、
僅
か
に
オ
リ
オ

ン
星
座
の
θ
星
の
周
園
に
在
る
物
、
及
び
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
星

座
の
ン
星
の
近
傍
の
物
だ
け
が
辛
う
じ
て
、
位
置
を
し
っ
か

b
指
示
さ
れ
た
句
合
に
の
み
見
得
る
の
で
、
至
っ
て
肉
眼
に

は
縁
遠
い
も
の
で
あ
る
。

　
星
雲
は
二
つ
の
種
類
に
判
然
別
か
れ
て
居
る
。
然
も
其
の

囁
別
は
籐
り
判
然
し
過
ぎ
て
一
方
の
種
類
は
元
弘
の
星
雲
ご

云
ふ
意
味
の
物
ご
は
全
然
異
っ
て
居
て
、
今
は
習
慣
上
唯
星

雲
の
部
類
に
入
れ
ら
れ
て
居
る
丈
で
あ
る
。
二
種
類
ご
は
一

を
琵
斯
星
雲
、
他
を
螺
旋
状
星
雲
ご
云
ふ
。
其
の
形
状
は
前

者
は
概
ね
一
定
の
形
状
を
呈
し
な
い
が
、
併
し
其
の
中
で
も

大
詰
圓
形
の
輪
廓
を
具
へ
た
も
の
を
遊
星
状
星
雲
ご
云
ひ
、

環
状
を
呈
し
、
中
部
が
う
つ
ろ
に
な
つ
だ
も
の
を
環
朕
星
雲

ご
云
ふ
。
後
者
は
共
の
名
の
示
す
如
く
渦
潔
き
の
形
を
表
は

し
、
其
れ
は
正
面
か
ら
見
π
瘍
合
で
あ
る
が
、
其
を
斜
に
見

た
血
合
は
重
訂
厚
さ
の
小
さ
い
物
で
あ
る
か
ら
紡
錘
形
に
見

え
る
。
併
し
何
れ
も
本
底
は
同
じ
形
の
㌔
の
で
あ
る
。

　
星
雲
を
此
の
二
種
に
匪
豪
し
だ
の
は
其
の
擦
り
所
は
色
々

あ
る
で
あ
ら
う
が
、
共
の
ス
ペ
ク
ト
ル
が
全
然
異
な
っ
た
状

態
を
呈
す
る
所
に
あ
る
の
で
あ
る
。
屍
斯
星
雲
は
其
の
メ
ペ

ク
ト
川
が
眞
黒
な
背
景
に
若
干
の
輝
線
が
現
は
れ
て
居
る
。

斯
か
る
例
は
普
通
の
恒
星
に
は
な
い
所
で
あ
る
。
輝
線
の
メ

ペ
ク
ト
川
は
即
ち
物
理
書
に
も
掲
載
し
て
居
る
通
り
琵
斯
が

登
酸
し
だ
瘍
合
に
現
は
れ
る
物
で
、
其
の
星
雲
の
名
樗
は
、

其
を
組
成
す
る
物
質
の
朕
態
か
ら
來
て
居
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
其
の
輝
線
は
概
し
て
四
個
の
も
の
か
ら
成
り
襲
爵
藁
。
。
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Φ
ど
塗
α
り
噂
⑰
O
（
）
樽
で
あ
っ
て
其
の
軍
気
は
誰
で
も
知
る
如
く

一
身
の
一
千
萬
分
の
一
で
あ
る
、
第
一
の
線
は
紫
色
の
部
に

在
っ
て
光
り
弱
喧
、
小
さ
い
星
雲
に
在
っ
て
は
殆
ん
ざ
見
え

な
い
位
あ
る
が
、
第
四
は
最
も
光
の
強
い
線
で
、
こ
ん
な
星

雲
に
も
見
え
る
の
で
め
る
。
最
後
の
二
線
は
地
上
の
如
何
な

る
原
素
の
登
す
る
線
ご
も
一
致
せ
す
、
故
に
之
れ
を
星
雲
素

ご
名
け
、
未
知
の
物
質
か
ら
曇
す
る
も
の
こ
し
て
あ
る
。

　
以
上
は
児
斯
星
雲
の
事
で
あ
る
が
、
螺
旋
朕
星
雲
は
如
何

に
ご
云
ふ
に
、
其
れ
は
前
者
ご
は
似
て
も
附
か
な
い
連
績
ス

ペ
ク
ト
ル
で
、
即
ち
連
績
し
て
光
る
背
景
に
所
々
吸
四
線
が

横
断
し
て
居
て
、
一
般
の
恒
星
ご
籐
り
差
は
な
い
の
で
あ
る

其
れ
で
此
の
星
雲
は
極
め
て
遼
遠
な
所
に
在
る
恒
星
の
一
團

で
あ
る
事
が
推
理
さ
れ
る
が
、
其
れ
は
後
に
記
す
。

　
星
雲
の
覗
線
速
度
（
天
騰
の
任
意
の
方
向
の
運
動
を
吾
人

の
心
線
の
方
向
ざ
、
其
れ
に
直
角
の
方
向
ご
に
分
解
し
だ
前

者
の
事
）
は
琵
斯
状
の
物
は
平
均
十
五
粁
（
一
秒
間
の
速
度
）

乃
至
五
十
粁
で
、
例
へ
ば
エ
リ
ダ
ヌ
ス
星
座
客
Ω
・
○
目
諺
朝

（一

j
話
図
臼
の
面
し
だ
累
。
≦
Ω
窪
興
亡
∩
舞
巴
。
σ
q
ρ
一
。
第
一
千
五

百
三
十
五
號
の
略
）
ご
云
ふ
遊
星
蟹
星
雲
は
故
リ
ッ
ク
天
文

憂
長
キ
ー
ラ
ー
の
測
定
に
依
れ
ば
負
】
○
・
四
粁
（
負
は
吾
人

に
接
近
、
正
は
遠
ざ
か
る
事
を
表
は
す
）
で
あ
る
。
然
る
に

螺
旋
猷
の
方
は
素
晴
し
く
速
い
儂
を
持
つ
Q
次
の
如
き
物
は

其
の
中
で
も
最
も
大
き
い
速
度
を
呈
す
る
。

　
Z
●
O
・
∩
幽
一
〇
〇
Q
o

ご

　
　
鳩
U

　
固
有
運
動
（
首

線
の
運
動
に
直
角

な
も
の
）
は
恒
星

で
は
一
年
間
に
角

度
の
十
秒
も
動
く

物
が
あ
る
の
に
、

艀
9
1
¢
胡

・
茜
㊤
恥

窃
Q
。
↑

㊤
↓
o
¢

　
O
O
Q
。

十
一
．
一
〇
〇
労
．
ヨ

＋
一
b
O
O

＋
♂
；
O

十
一
も
O
O

十
ピ
こ
①
C
C

＋
ご
話
C

　
一
　
　
圖
6

星
雲
は
又
格
別
其

の
儂
が
小
さ
く
】

年
に
や
つ
ご
百
分

の
三
秒
ε
か
四
秒

ざ
か
を
出
で
な
い

の
で
あ
る
。

　
琵
斯
星
雲
の
距
離
は
皆
大
抵
遠
く
、
寒
星
座
の
環
状
星
雲

（
第
一
圖
）
な
ざ
は
二
百
二
十
光
年
ば
か
り
で
あ
る
。
此
の
星

雲
は
環
状
に
光
り
、
中
心
に
小
さ
い
星
が
静
座
し
て
居
る
。

此
れ
ご
同
じ
形
の
物
は
他
に
も
あ
る
。
螺
旋
状
星
雲
の
距
離

亦
屹
驚
す
る
程
遠
い
か
、
其
れ
は
後
に
述
べ
よ
う
。



49，

　
叉
｝
角
獣
星
座
の
Z
・
Ω
h
・
毘
窪
は
攣
弔
す
る
事
が
ハ
ツ

ブ
ル
に
依
っ
て
登
高
さ
れ
だ
。
其
れ
は
多
分
中
心
核
を
な
す

星
の
攣
光
に
因
る
ら
し
い
○

　
其
れ
か
ら
螺
旋
星
雲
は
其
の
形
歌
か
ら
推
し
て
も
旋
縛
し

て
居
る
事
が
解
る
が
マ
ー
ネ
ン
の
研
究
に
よ
れ
ば
猟
犬
星
座

の
ζ
⑪
一
（
記
。
。
。
。
。
の
顧
「
の
表
の
第
五
十
一
號
の
意
味
）
は
本
誌
憲

頭
の
口
絡
寓
眞
の
如
く
運
動
し
て
居
る
。

　
此
の
螺
旋
歌
の
星
雲
に
就
い
て
是
非
述
べ
便
い
事
は
近
來

此
れ
が
皆
濡
れ
白
々
吾
々
の
宇
宙
か
ら
遙
か
離
れ
仁
｝
個
の

濁
立
し
た
宇
寄
で
あ
る
こ
の
事
で
あ
る
。
今
目
客
主
見
さ
れ

た
此
の
種
星
雲
の
総
数
は
實
に
七
十
八
萬
八
千
個
の
莫
大
な

数
に
達
し
て
居
て
、
其
の
距
離
も
百
光
年
こ
か
千
光
年
こ
か

云
ふ
小
さ
い
も
の
で
な
く
、
も
つ
ご
遠
い
々
々
室
間
の
深
淵

に
横
は
つ
て
居
て
、
其
れ
が
百
萬
光
年
乃
至
千
萬
光
年
か
ら

あ
る
ご
言
へ
ば
氣
の
小
さ
い
人
は
定
め
し
驚
倒
す
る
事
で
あ

ら
う
O

　
ア
レ
ゲ
ニ
ー
天
交
吉
室
長
ヵ
ー
チ
ス
が
言
ふ
に
は
「
若
し
吾

々
の
銀
河
を
遙
か
な
螺
旋
欺
星
雲
か
ら
見
た
ら
、
恐
ら
く
孤

の
十
秒
位
に
し
か
見
ぬ
ま
い
」
ご
。
無
官
、
幾
十
億
の
恒
星

星
團
、
琵
斯
欣
星
雲
な
ご
を
包
擁
し
泥
吾
々
の
宇
宙
の
外
側

に
銀
河
が
取
b
巻
い
て
居
る
ε
見
立
て
・
、
出
れ
を
銀
河
系

ご
名
け
銀
河
の
方
向
へ
は
籏
が
つ
て
居
る
が
、
其
の
厚
さ
は

至
っ
て
薄
い
も
の
で
、
丁
度
凸
レ
ン
ズ
形
を
な
し
て
居
る
、

そ
れ
が
た
つ
だ
十
秒
に
し
か
見
え
な
い
ご
は
、
煮
て
も
塞
は

廣
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
銀
河
の
直
径
は
二
十
萬
光
年
も

あ
る
で
あ
ら
う
。

　
螺
旋
賦
星
雲
が
我
が
宇
宙
外
の
宇
宙
で
あ
る
讃
擦
を
品
等

す
る
に
琵
斯
星
雲
の
ス
ペ
ク
ト
ル
が
輝
線
ス
ペ
ク
ト
ル
で
あ

る
に
拘
ら
す
、
螺
旋
状
の
方
は
暗
線
を
含
む
業
績
ス
ペ
ク
ト

ル
を
呈
し
、
根
本
的
に
其
の
構
造
の
差
異
を
表
は
し
て
居

る
。

　
其
れ
か
ら
新
星
が
時
々
此
の
星
雲
中
に
登
見
さ
れ
る
が
、

其
れ
は
牟
均
十
八
．
等
星
で
あ
る
。
然
る
に
銀
河
中
に
出
現
す

る
新
星
は
李
均
五
等
星
で
一
萬
光
年
ご
評
慣
さ
れ
て
居
る
。

双
方
の
新
星
の
絶
封
光
度
が
等
し
い
ご
假
混
ず
る
ご
星
雲
の

距
離
が
少
ぐ
ざ
も
四
百
萬
光
年
ご
出
る
、
併
し
恐
ら
く
一
千

萬
光
年
ぐ
ら
ゐ
は
あ
る
で
あ
ら
う
。

　
叉
こ
ん
な
種
類
の
天
腱
で
も
大
抵
銀
河
に
近
く
霜
面
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
ぱ

叢ハ

黷
�
唐
ｩ
る
に
從
ひ
、
次
第
に
粗
ら
に
な
っ
て
行
く
が
、

此
の
螺
旋
状
星
雲
に
限
り
、
却
っ
て
銀
河
の
邊
に
は
な
く
、
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第
　
　
二
　
　
留

♂
即
「

　
嘲
り
に
星
雲

の
爲
眞
に
就
き

一
寸
説
明
し
よ

う
。
第
二
圖
は

惑
星
状
の
星
雲

で
ウ
イ
川
ソ
ン

山
天
文
毫
の
⊥
ハ

十
吋
反
射
鏡
を

以
っ
て
一
時
孚

の
露
光
で
撮
っ

た
も
の
、
割
合

に
輪
廓
が
は
つ

段
々
其
の
極
に
行
く
に
從
ひ
数
が
殖

ね
て
看
る
。
即
ち
夫
れ
が
此
の
宇
宙

外
の
物
で
あ
る
事
が
滅
せ
ら
れ
る
。

尤
も
銀
河
の
邊
に
見
え
な
い
の
は
、

實
際
無
い
の
で
な
く
銀
河
邊
の
何
か

暗
黒
物
質
に
遮
蔽
さ
れ
て
居
る
の
で

あ
ら
弓
。
其
ん
な
課
で
此
の
螺
旋
朕
星
雲
は
外
國
の
宇
宙
ご

し
て
近
頃
頓
に
天
文
學
者
の
注
意
を
惹
く
様
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
　
　
　
三
　
　
　
圖

き
り
し
て
居
る
。
斯
か
る
物
が
漸
次
凝
縮
し
て
太
陽
系
見
泥

様
な
も
の
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
ス
ペ
ク
ト
ル
は
琵
斯
状

星
雲
の
一
種
で
あ
る
か
ら
無
論
輝
線
ス
ペ
ク
ト
ル
で
視
線
速

度
は
負
一
〇
・
四
粁
。
第
三
圖
は
最
も
美
し
い
螺
旋
蟹
星
雲

（
ワ
例
●
Ω
●
∩
γ
心
“
Q
o
⑪
）

で
中
央
に
核
が
は

っ
き
b
現
は
れ
其

の
周
園
に
光
っ
た

瘤
が
幾
つ
か
取
り

省
い
て
居
る
。
太

陽
型
の
ス
ペ
ク
ト

ル
で
、
覗
線
速
度

は
正
二
〇
〇
粁
こ

の
事
で
あ
る
。
第

四
圖
は
Z
●
O
．
∩
．
占

望
占
で
矢
張
り
螺

第
　
　
四
　
　
圖

欝
繋

　
，
　
，灘麟欝

懸離

心
ゆ
ぎ

　
疑
旨
っ
て
居
る
事
が
著

奪
　
「
し
く
目
に
立
つ
。

輝
鰻
灘

　
　
－
る
。

　
　
旋
で
は
あ
る
が
之

　
　
れ
を
横
か
ら
見
て

蔑
　
居
る
の
で
あ
る
。

麟
％
霰
献
鉢

　
其
れ
か
ら
水
誌
第
一
巻
第
八
號
の
口
糟
の
猟
犬
座
の
螺
旋

状
星
雲
は
此
の
種
の
中
の
最
も
模
範
的
で
、
且
つ
大
き
い
も

の
で
あ
っ
て
、
屡
諸
種
の
天
交
書
に
掲
載
せ
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
。
併
し
、
総
べ
て
星
雲
の
爲
眞
は
十
分
乃
至
数
時
間
曝
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露
し
て
微
か
な
光
を
累
積
し
や
つ
ご
出
雲
上
る
も
の
で
、
望

遠
鏡
の
瞬
闇
的
観
望
で
は
決
し
て
其
の
詳
細
を
知
る
事
は

出
罪
な
い
。
例
へ
ば
京
都
大
學
天
文
峯
の
七
吋
望
遠
鏡
で
は

第圖

ご
ん
な
風
に
此
の
星
雲
が
見
停
る
か

ご
言
ふ
に
、
其
の
寓
眞
に
年
透
明
の

紙
を
當
て
・
見
れ
ば
よ
い
。
す
る
ご

比
較
的
光
つ
だ
部
分
の
み
見
ね
る
が

其
れ
が
r
度
望
遠
鏡
裡
に
現
は
れ
る

光
景
に
髪
髭
た
る
も
の
で
あ
る
。
叉

第
二
憲
第
十
四
號
の
口
々
は
プ
レ
ア
デ
ズ
の
星
雲
で
あ
る
が

其
れ
は
其
の
中
の
星
が
出
來
上
っ
た
母
乳
で
あ
る
か
も
知
れ

な
い
。
此
の
星
團
の
周
園
の
如
く
、
豫
期
し
な
い
個
所
に
、

意
外
に
も
星
雲
質
の
蔓
延
し
て
居
る
事
が
寓
其
で
時
々
解
る

又
或
る
星
雲
の
中
に
は
一
部
分
暗
黒
な
穴
の
如
き
も
の
が
見

え
る
が
其
賎
は
多
分
星
雲
質
の
映
乏
で
は
な
く
、
暗
黒
星
雲

の
遮
光
す
る
に
因
る
で
あ
ら
う
。
し
て
見
れ
ば
天
室
に
は
光

る
星
雲
の
外
、
暗
い
星
雲
も
あ
る
も
の
ご
了
解
せ
ね
ば
な
ら

戯
。
　
（
睡
り
）

　
　
　
星
雲
表
に
つ
い
て

星
雲
や
星
野
の
目
鋒
こ
し
て
最
初
に
饗
表
さ
れ
か
も
の
は

メ
シ
ア
表
つ
【
窃
・
。
帥
霞
．
⊃
O
三
巴
・
》
σ
電
二
㊦
）
　
で
あ
る
O
有
れ
は
メ
シ
ア
が
日
頃
彗
星

　
か
捜
し
て
み
る
内
．
時
セ
彗
星
ご
星
雲
ε
が
思
ひ
間
違
へ
ら
れ
て
，
大
に
迷

　
、
晒
さ
れ
ろ
：
・
ご
が
あ
る
の
で
後
日
の
た
め
こ
て
自
分
の
手
詐
に
知
れ
て
み
る

　
星
雲
、
こ
星
團
こ
か
先
づ
一
夕
め
に
し
六
も
の
で
、
中
に
記
載
し
れ
の
は
線
計

　
一
〇
三
個
Ω
巡
れ
は
一
七
八
四
年
度
り
三
国
天
体
暦
の
附
錐
こ
し
て
、
一
七

　
八
一
年
に
郵
行
さ
れ
れ
。
略
し
て
M
こ
い
ふ
符
號
な
用
み
る
。
次
は

ハ
ー
シ
ェ
ル
表
（
0
2
δ
”
．
箪
0
9
旦
⊃
σ
q
5
①
）
之
れ
に
ジ
ョ
ン
・
ハ
ー
シ
エ
か
が
自
ら

　
蒲
天
で
蟹
見
し
れ
し
の
P
、
さ
き
に
父
ハ
ー
シ
ェ
ル
が
北
天
で
腋
醜
し
て
お

　
い
六
多
く
の
星
雲
星
團
を
繧
め
た
も
の
で
、
総
計
七
八
四
〇
個
の
天
体
な
含

　
み
，
一
八
六
四
年
、
英
圓
の
王
立
學
會
報
告
（
コ
三
寝
。
で
ヴ
㌘
．
巴
、
「
鐸
蕊
讐
試
。
ロ
）

．
に
騒
表
し
た
も
の
て
あ
る
O
之
れ
は
α
α
こ
い
ふ
略
一
当
に
よ
っ
て
知
ら
れ

　
長
く
当
選
に
用
ゐ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
次
に
は

ド
ラ
4
マ
ア
表
（
客
暑
（
申
エ
＝
①
『
巴
C
蘭
量
。
σ
・
・
δ
）
　
こ
れ
は
ド
ラ
イ
ヤ
ア
（
q
・
『
串

　
う
「
亀
㊤
）
氏
が
前
の
ハ
ー
シ
ェ
ル
表
を
塘
補
し
た
も
の
で
．
英
田
の
王
立
天

　
文
學
曾
記
要
（
冒
①
巳
9
＝
o
h
ズ
畠
筥
》
ロ
弩
。
ロ
。
雪
肌
。
騨
。
一
己
慶
。
巳
㊦
曙
）
第
四
十
九

　
巻
に
載
ぜ
ら
れ
て
、
一
八
八
八
年
に
獲
表
さ
れ
六
〇
中
に
七
八
四
〇
個
の
天

　
体
が
記
さ
れ
、
今
日
研
究
中
の
殆
ん
ご
全
部
の
星
雲
星
雨
か
網
羅
し
て
み
る

　
れ
め
数
年
前
の
國
際
戦
塵
の
決
果
．
今
日
ぱ
誰
で
も
ハ
ー
シ
ェ
ル
表
の
號
番

　
な
用
み
す
に
、
轟
ら
此
の
ド
ラ
イ
ヤ
ア
表
（
略
し
て
N
α
e
）
な
用
み
る
や
う

　
に
叛
つ
れ
。

　
ド
ラ
イ
ヤ
ァ
氏
は
叉
其
後

第
一
指
示
表
（
一
み
【
巳
。
図
0
9
三
。
覧
㊦
）
一
八
九
五
年
看
同
誌
第
五
十
噌
巻
に
蛮

　
表
し
六
も
の
で
。
中
に
一
五
二
九
個
の
新
天
体
か
含
ん
で
み
ろ
。

第
二
指
示
表
（
酔
層
三
H
乙
Φ
図
O
讐
亀
。
σ
q
詔
㊦
）
　
一
九
〇
八
年
右
同
誌
第
五
十
九
巻
に

　
婁
表
し
索
も
の
．
中
に
三
八
五
七
個
の
新
天
体
な
含
ん
で
み
る
。

此
の
二
つ
な
襲
表
し
衷
。
此
等
も
（
」
1
，
α
及
び
鼠
エ
0
，
こ
し
て
）
用
ゐ
ら
れ

て
る
る
へ
編
者
し
ろ
ず
）


